
 

 

スペインのマドリードにいるセシリアのけい

けん：おとうさんとおとうととサッカーのし

あいをみていました。 
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パウロはイエスさまのあいをたくさんのひ

とにつたえるために、ながいたびをしま

す。そのひとつにギリシアのコリントへの

たびがあります。 

イエスさまのでしになったばかりのひとは、どうし

たらよいかまだわかっていません。パウロにとって

いちばんたいせつなことは、みんなをあいするこ

と。とくによわいひとたちをあいすることです。 
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わたしはだれにたいしてもじゆうなものですが すべてのひとのどれいになりました。できる

だけおおくのひとをえるためです。（コリントのしんとへのてがみ I 9：19） 
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パウロはだれにたいしてもじゆうですが、

みんなにつかえるようにとはなしました。 

おかあさんがいいました。「つかれてかえっ

てきたのに、わたしがゆうごはんをつくる

の？だれかてつだってくれる？」 

しあいをみたかったのですが、おかあさんのな

かにいるイエスさまをあいそう！とおもい、お

かあさんのおてつだいをしておかあさんをよろ

こばせました。そしてわたしたちがおうえんし

ていたチームが 4 たい 0 でかちました！！！ 


